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1 研究の目的

学校のプールの近くに細長い柴の草が生えていてたc その4を友だわがにぎってけがしたことが

あった。細長い柴にはものを一切るはたらきがあるのではなし、か左思い、いろいろな細長い柴をとっ

てきて、ものがEれくらい切れるか確かめてみようと思った。

2 研究の方法

(1) 校庭に年えているいろいろな種類、 λきさの細長い葉を採集するU

(2) ハンガーで作った装置に採ってきた葉を固定するc

(3) 寒天を作り、固定した葉にこすりつけてどれくらいの深さに切れるか確かめるc

(4) こすりつける方向を変えて、切れ方のちがいをくらべるコ

3 研究の結果

(1) 柴の幅左寒天が切れた深さの関係 (2) 長のかたさ在家大ーが切れた深さの関係

寒天の 葉の幅が広い 葉の幅がせまい

切れた深さ 12mm以上 12mm未満

寒天の
かたい葉

やや やわら

切れた深さ かたい葉 かい葉

4mm以上 16枚 1H枚 4mm以上 11枚 9枚 16枚

4mm木-満 19枚 17枚 4mm木-満 11枚 8枚 15枚

(:1) こすりつけた方向と寒天が切れた深さの関係

寒天の切れた深さ 葉の先からもとの方|白j 葉のもとから先の方向

5mm以上 1付文 0キ文

4mm 26枚 0枚

3mm 26枚 9枚

2mm 0枚 26枚

lmm以下 2枚 29キ文

4 研究のまとめ

(1) 葉のも止から先に向かつてとげがならんでいたc このために先の方からも左の方へすべりにく

くなっているc

(2) 反刻に柴のもとのみーから先の)iはすべりやすくなっていて、つるつるした感じがするυ

(3) 葉の先の方からもとの方へ寒天などのやわらかいものをこすりつけるとよく切れるc

(1) 反対に葉のもとの方から先の方へやわらかいものをこすりつけてもあまり切れないじ

(5) ススキ・ササなど細長くすじが平行に沙んでいる葉であれば、ものを切ることができた。

(6) 葉の幅やかたさと切れ方はあまり関係なかった恒
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